
研究会報告

14.DynamicalComplexityのCAM理論

東大理 鈴 木増雄

相転移研究 の新 しい方法 と しての rコヒー レン ト異常法 (CAM)｣ 日-2匂)ち

解説 した｡ ス ピング ラスやカ イラル オーダlの ような複雑 な系の相転移の研究 に

も準 用で きるようにす るため､ 超有 効場理論 が提 唱 を し,21)-22) その有効性 を

示 した｡ 21ト 22) これ らの二つの理論 は動 的 な振舞 の研究 にも応用で きる｡ 詳 し

くとま､ 下記 の文献 日 -22)を参 照 して頂 きたい｡ また､ 別刷の請求 を下 されば､ 関

連 した文献 をお送 り致 します｡
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